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伊
豆
の
国
市
役
所
を
定
年
退
職
後
、
再

任
用
職
員
と
し
て
２
年
間
福
祉
事
務
所
理

事
兼
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

併
せ
て
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と

し
て
登
録
し
ま
し
た
が
、
５
年
間
の
ブ
ラ

ン
ク
も
あ
り
改
め
て
、
地
域
社
会
参
加
の

為
に
講
座
を
受
講
し
、
大
仁
地
域
包
括
支

援
サ
ン
タ
―
及
び
一
般
の
メ
イ
ト
さ
ん
達

と
伊
豆
の
国
市
立
大
仁
小
学
校
の
４
年
生

81
名
の
子
ど
も
達
を
前
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に
臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
認
知
症
は
病
気
で
あ
る
事
や

そ
の
方
々
へ
の
接
し
方
、ま
た
、早
期
診
断
・

早
期
治
療
が
大
切
で
あ
る
事
の
理
由
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
後
に
、
寸
劇
方
式

で
三
つ
の
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
寸
劇

で
は
、
私
は
、
認
知
症
の
お
爺
さ
ん
の
役

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
誰
し
も
が
将
来
、

我
が
行
く
道
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

　

以
前
、
危
機
管
理
監
時
代
の
防
災
講
話

で
大
規
模
地
震
発
生
時
に
部
屋
の
中
で
、

家
具
・
猫
・
テ
レ
ビ
・
柱
時
計
・
テ
ー
ブ

ル
の
上
の
コ
ッ
プ
で
、「
最
初
に
動
く
も
の

は
何
で
し
ょ
う
？
」
の
質
問
に
、
子
ど
も

は
「
猫
」
が
最
初
に
動
く
と
の
回
答
、
な

ん
と
も
素
直
な
意
見
で
し
た
。

　

別
の
質
問
で
は
、
地
震
発
生
時
「
ド
ア

を
開
け
る
・
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
・
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
隠
れ
る
」
で
は
、
大
人
の
意

見
で
「
我
が
家
は
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
為
、

ガ
ス
は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。」
と
の
意

見
も
出
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
ま
だ
ま
だ
未
成
熟
で
経
験

も
少
な
い
中
、
想
像
し
な
が
ら
多
く
の
意

見
が
出
て
き
ま
す
。
大
人
は
、
豊
富
な
知

識
と
豊
か
な
経
験
の
中
で
の
意
見
で
す
。

ど
ち
ら
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
後
、
学
校
教
育
の
中
で
も
障

が
い
を
持
た
れ
た
方
々
へ
の
接
し
方
や
思

い
や
り
を
醸
成
す
る
意
味
で
も
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
が
進
む
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

伊
豆
の
国
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

課
題
と
し
て
も
、
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
々

へ
理
解
を
深
め
る
為
に
同
様
の
講
座
を
参

考
に
し
た
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
と
の

意
見
も
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
多
種
多
様
な
取
り
組
み
を
行
い
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

機
会
を
増
や
す
事
は
、
情
報
の
共
有
化
、

ま
た
、
そ
の
家
族
は
疾
病
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
事
で
情
報
の
開
示
と
な
り
ま
す
。

情
報
共
有
と
情
報
開
示
の
両
方
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
進
む
こ
と
で
、
要
配
慮
者
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
が
営
め
る
共
生
社
会
を

望
み
ま
す
。

10周年記念式典を開催

早
期

か
り

で
三

で
は

を
さ

我
が以

で
大

家
具

ル
の

は
何

は
「

ん
と別
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　高尾園では、昨
年度より「音楽と食
を楽しもう」をメイ
ンテーマに、サマー
フェスティバルを開
催してきました。

　音楽部門では、グラウンドにステージテントを設け、
利用者有志による太鼓演奏、和太鼓演奏、利用者
カラオケ大会、ギター演奏、ダンスタイムなど大い
に盛り上がりました。
　食事部門では、からあげポテト、たこ焼き、フラ
ンクフルト、焼きそば、ジュース、かき氷など、キッ
チンカーや地域の皆様のご協力のもと、充実した食
事メニューが提供されました。
　これまで、コロナ禍の影響で外出の機会が減って
いた利用者でしたが、屋外のイベントで、普段とは
違った食事を召し上がり、大変楽しまれていました。
また、多くのご家族の皆様にもご来園いただき、賑
やかで活気ある祭りになりました。
　来年度も、さらにバージョンアップしたサマーフェ
スティバルの開催を目指していきます。

　コロナ禍にて中
止していた納涼祭。
昨年も感染予防し
参加者を制限して
計画しておりました
が雨にて中止となり、
今年が４年ぶりの開催となりました。
　来園者の制限をさせていただきましたが、天候に
も恵まれ、無事に予定通り実施することができました。
ご家族の参加もあり、利用者の笑顔が多く見られ一
緒に素敵な時間を過ごすことができました。
　行事の開催は、準備から実施まで多くの方が携わ
ることで成り立ち、利用者の皆さんはもちろんのこと
職員にも刺激を与えます。引き続き様々な感染症に

は油断ができません
が、利用者の皆さん
にとって刺激のある
生活が送れるよう、
職員一同、行事等を
計画していきたいと
思います。

ぬくもりの里ぬくもりの里ぬくもりの里 あしたかホームあしたかホームあしたかホーム
　７月２９日（土）利用者ご家族、地域の皆様にお越
しいただいての納涼祭を、４年ぶりに開催することが
できました。
　昼の部は入居者、利用者の方 に々焼きそばやかき
氷、愛鷹パン教室の手作りパンの出店を楽しんでい
ただき、夜の部はご家族、地域の皆様に多数お越
しいただき模擬店と愛鷹太鼓、狩野川チャレンジン
グブラスの演奏、職員有志のエーサーと春風火舞に
加えて、今年はだいこん踊りの出し物も新たにあり、
夏の夜のひと時を皆様と一緒に過ごすことができま
した。
　来年も、地域との結びつきの輪を大切にして、入
居者、利用者、ご家族、地域の皆様とより一層楽し
く交流できる納涼祭を企画していきます。

みはるの丘浮島みはるの丘浮島みはるの丘浮島
納涼祭納涼祭納涼祭

沼津市立高尾園沼津市立高尾園

　コロナ前同様に盛
大に開催する検討を
進めてきましたが演芸
観賞のみ開催となり
ました。模擬店がなく
寂しい思いがありまし
たが法被やねじり鉢

巻きで雰囲気を高めました。しゃぼんダマンズの音
楽に合わせ歌や手拍子で賑やかに始まり職員有志
が練習を重ねた火舞いを披露し最後に打ち上げ花
火を行いました。終始、沢山の笑顔を見させていた
だきましたが、屋外で行うイベントは利用者にも喜ば
れ普段とは違う活気に包まれ元気の源が更に強くな
りました。

※しゃぼんダ

マンズは、 法

人内職員で結

成されたバン

ドです

夏の思い出夏の思い出

沼津市立高尾園

サマーショートボランティア活動
４年ぶりの活動受け入れ再開！
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ぬくもりの里

みはるの丘浮島
納涼祭納涼祭夏の思い出

　

こ
の
夏
、
沼
津
虹
の
家
で
は
静
岡

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
主
催
に
よ

る
夏
休
み
の
「
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
受
け
入
れ
を
４
年

ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
サ

マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
沼

津
虹
の
家
が
開
設
以
来
、
毎
年
受
け

入
れ
を
行
っ
て
来
た
活
動
で
す
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
学
生

た
ち
を
直
接
受
け
入
れ
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
参
加
学
生
の
手
づ
く
り
に

よ
る
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ガ
ウ
ン
や
エ
プ

ロ
ン
を
簡
易
防
護
服
と
し
て
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
へ
の
絵
手
紙
を
作
成
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
陰
な
が
ら
施
設
を
支
え
て

い
た
だ
く
様
な
活
動
に
制
限
さ
れ
た

状
況
で
し
た
。

　

今
年
は
中
学
生
３
名
、
高
校
生
３

名
の
６
名
が
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
の
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
ま

し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
久
し
ぶ

り
の
中
高
生
の
来
園
に
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し
た
が
、
お
互
い
に
す
ぐ
に

打
ち
解
け
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

学
生
た
ち
の
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
充
実
し
た
活
動

が
で
き
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
２
名
の
参
加
学
生
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

沼
津
市
立
高
校
中
等
部
３
年　

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
上　

ま
り

　

私
は
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
機
に
、
初
め
て
「
生
活
介

護
事
業
所
」
と
い
う
場
所
を
訪
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、様
々

な
種
類
の
障
が
い
を
抱
え
た
方
々
で

し
た
。
私
は
今
ま
で
障
が
い
者
の
方

と
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
た
め
、
最
初
は
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
事
が
出

来
る
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
そ
ん

な
気
持
ち
と
共
に
始
ま
っ
た
５
日
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
こ
の
５
日

間
、
利
用
者
さ
ん
と
の
関
り
を
経
て

学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
利
用
者
さ
ん
は
心
ま
で
障
が
い
者

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
利

用
者
さ
ん
の
中
に
は
、
身
体
が
不
自

由
な
人
、
脳
に
障
が
い
を
持
つ
人
な

ど
、
色
々
な
方
が
い
ま
し
た
が
、
み

ん
な
私
と
同
じ
「
人
間
」
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
障

が
い
者
」
で
は
な
く
「
一
人
の
人
間

」
と
し
て
多
く
の
利
用
者
さ
ん
と
接

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
人
は
見

か
け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
と
て
も
実
感

し
た
５
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
出
来
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
　

加
藤
学
園
高
校　

１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

高
島　

夕
依

　

学
校
で
先
生
に
夏
休
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
所
が
あ
る
と

聞
い
て
、「
夏
休
み
に
色
々
な
経
験

を
す
る
の
も
い
い
か
も
な
ぁ
〜
」
と

思
い
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
普
段
の
自
分

は
知
ら
な
い
障
が
い
者
支
援
施
設
と

い
う
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
の
が
素
敵
に
思
え
た
か
ら
で
す
。

実
際
に
来
て
み
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
色
々
な
方

が
い
て
緊
張
も
し
ま
し
た
。
自
分
が

こ
こ
に
来
る
こ
と
で
逆
に
職
員
さ
ん

達
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
…
と
か
も

思
い
ま
し
た
。
１
日
目
は
あ
ま
り
上

手
く
手
伝
え
な
か
っ
た
し
、
利
用
者

さ
ん
と
も
そ
ん
な
に
話
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
日
目
か
ら
頑
張
ろ

う
！
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
１
日
目
よ
り
色
々
な
人
と
お
話
し

で
き
た
し
、
お
仕
事
も
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
と
オ
セ
ロ

で
遊
ぶ
こ
と
も
し
ま
し
た
。
日
が
経

つ
に
つ
れ
、
み
ん
な
で
笑
い
合
い
な

が
ら
カ
ル
タ
や
ト
ラ
ン
プ
で
遊
び
、

職
員
さ
ん
達
も
笑
顔
で
接
し
て
く
れ

て
、
少
し
で
も
誰
か
の
役
に
立
ち
、

誰
か
を
笑
顔
に
で
き
て
い
る
な
ら
嬉

し
い
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
沼
津
虹
の
家
で
は

様
々
な
活
動
を
通
し
て
学
生
さ
ん
や

地
域
の
方
を
受
け
入
れ
、
少
し
で
も

障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

サマーショートボランティア活動
４年ぶりの活動受け入れ再開！
サマーショートボランティア活動
４年ぶりの活動受け入れ再開！
サマーショートボランティア活動
４年ぶりの活動受け入れ再開！

沼津虹の家沼津虹の家
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み
は
る
の
丘
浮
島（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

み
は
る
の
丘
浮
島（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

み
は
る
の
丘
浮
島（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

ドッグセラピードッグセラピードッグセラピー

沼
津
市
立
高
尾
園

沼
津
市
立
高
尾
園

沼
津
市
立
高
尾
園移動図書館

はじめました
移動図書館
はじめました
移動図書館
はじめました

犬と触れ合おう！犬と触れ合おう！犬と触れ合おう！
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障がい部会

第１4回回 ふふれれあいいの集い ～未来来につつなががるる絆絆～がる絆につにつつにつ来につ来ににににつながなななががががるる絆絆絆絆絆絆～～～未来未来来未 につ第１4回 ふれあいの集い ～未来につながる絆～

（伊⾖の国市 ⽥⽅福祉村内）
実⾏委員⻑（もくせい苑 岩本 ⻯太）

  １３：０２   春⾵会理事⻑挨拶

 （⽣活介護）
 （⽣活介護）
 （就労継続⽀援Ｂ型）
 （就労継続⽀援Ｂ型）

⑤サポートセンター絆（地域活動⽀援センター）

③もくせい苑
④プラム

  １３：０７   伊⾖の国市⻑挨拶

     株式会社 ⼟屋建設
  協⼒：公益財団法⼈復康会 ⽥⽅ゆめワーク

⑥沼津市⽴⾼尾園  （救護施設）

  １３：４０   パン⾷い競争（利⽤者、保護者、来賓、職員）

  １４：００   物販及び交流ふれあいコーナー
  ★⾃主製品、農産物販売（プラム・もくせい苑）
  ★交流レクリエーション（ダンス）
  ★ふれあいコーナー      （輪投げ・ストラックアウト）

  １４：２７   閉会式        副委員⻑（沼津市⽴⾼尾園 鈴⽊聖史）

  １４：３０   解散

   ハーブ試飲会（提供：沼津市⽴⾼尾園）

⼭下 正⾏ 様

  １３：１２   来賓紹介

社会福祉法人春風会「第１４回ふれあいの集い」

          開催⽇時：令和５年１０⽉４⽇（⽔）
              １３：００〜１４：３０

       開催場所：ぬくもりの⾥ ⼤駐⾞場

②虹の家  

  １３：１５   ラジオ体操

   １３：２０   施設紹介

  １３：００   開会式    

①あおばの家

⽯川 三義 様

ププ ロ グ ラ ム
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〝
〞

中
伊
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　４年ぶりに中伊豆中学校のグラウンドをお借りし
ての運動会開催、しかも朝からの降雨。開催を決定
する段階からドキドキの１日がスタートしました。絶
対に運動会を成功させるぞという思いで、全職員が
協力して雨が降る中グラウンドにラインを引き、用具
をこども園から運び、子どもたちの登園を待ちまし
た。その甲斐あって、開会式の前には雨はすっかり
上がり、演技中はむしろ暑いぐらいの陽気になりま
した。
　保育者と子ども達がしっかりと話し合い、練習や
準備を進めてきたので、普段練習していた園庭と場
所が変わり、周りにご家庭の皆様がたくさん応援し
ていてもほとんどの子どもたちは元気いっぱいに演
技をすることができました。
今回の運動会では、普段の保育や子どもたちの発想
を生かしながら作り上げる遊戯、勝敗にこだわらず
親子のふれ合いを重視して考えた親子競技、力いっ

ぱい走って自分の力を確かめたり友だちと協力し合
ったりしながら、勝つことの喜びや負けることの悔し
さを体験するかけっこやリレー競技という３つの種
目をそれぞれの学年が行いました。どの種目にも、
保育者の狙いがあります。子ども園にとっては、運
動会という行事も大切な保育活動なのです。
　３年間応援の方の人数を制限してきた運動会です
が、今年はおじいちゃんおばあちゃんなど多くのお
客様にも参観してもらいました。進行も無理なくスム
ーズにでき、閉会式もほぼ予定した時刻通りに行う
ことができました。素晴らしい運動会になったと自
画自賛しているところです。
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なかいず認定こども園

子ども園運動会

　今年の運動会のテーマは年長組の海賊ごっこの
流れから『海賊』に決まり、クラスごとに海賊旗を作
って飾ったり、競技内容も海賊にちなんだものにな
りました。
　さて、毎年運動会を通して子ども達の成長を感じ
る瞬間があり、特に年長児のリレーにはドラマがあり
ます。1組対2組で勝負をするのですが、今まで2組
は毎回大差で負けてきたそうです。しかし、負けた時
に２組が全く悔しそうでないことが気になりました。
もしかしたら勝った経験がないからでは？勝つ喜び
を知らなければ勝とうとする気持ちも湧かないので
は？ということで、総練習では職員がリレーに加わり、
一計を講じてみました。職員同士の時にはお互いに
速度を調整し、2チームの差を縮めて子どもにバトン
をつなぐようにすると最後まで接戦になり、ついに
２組が１勝することできたのです。その時の嬉しそう

な２組の子ども達の顔が忘れられません。また勝つ
のが当たり前だった１組が負ける悔しさを経験した
ことも大事なことだったと思います。本番では誰も
が全力で走り、全力で応援し、勝ったことを喜び、負
けたことを悔しがる。そして、一人ひとりに『次は負
けないぞ！』という気概が感じられました。　
　子どもには一瞬にして成長する瞬間があり、その
瞬間の感動こそが私達の仕事の原動力なのかもし
れません。さて来年はどんなドラマが生まれるでしょ
うか。

あまぎ認定こども園
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ぬくもりの里プレーゲあしたか
特養

伊豆中央
ケアセンター

中村 さと子 様

　令和 5 年 2 月に伊豆中央ケアセンターへ入
居し、今年米寿を迎えました。
　インタビューに答えてくれました。
　趣味は？『読書だねー。目もいいから眼鏡
をせずに字を読めているよ』
　どこか行きたいところは？『静岡に行って
洋服をみてショッピングをしたい』
　これからの希望は？『毎日元気で 100 歳目
指して生きていきたい。家にみみちゃんとい
うフランス犬ビションフリーゼを飼っていて、
みみちゃんにまた会いたいな』
と笑顔で話されていました。

みはるの丘
浮島

植松 芳子 様

　３階東棟にご入居されております芳子様は笑
顔が素敵なご利用者様です。
　色々な作業をして下さり、その眼差しは真剣
そのもの。すごい集中力で行って下さいます。
　以前に元気の秘訣は何ですか？と聞いたとこ
ろ、いつも笑って、ご飯を食べる事と教えて下
さいました。芳子様の笑顔は職員一同の癒しで
あり、幸せの笑顔だと思います。
　今後も芳子様が笑顔で過ごしていけるように
職員一丸となってケアに努めてまいりたいと思
います。

土屋 ちよ 様

　土屋ちよ様は令和３年９月にぬくもりの里
に入居し、今年１０４歳を迎えられました。
　そんなちよ様にインタビューを行いました。
趣味は？　「お裁縫」とのこと。
どこか行きたいところは？　「遊ぶところ。」
とのこと。
「そして今はどこだって行きたくないね」と。
これからの希望は？　「これからも百姓をやる。
お米をとるだよ。あかるんだらお米をとるだよ。
百姓するのが一番いいだよ。」と、はっきりと
した言葉で話されました。
　面会に来られた娘様夫妻からも「私達もお
母さんを目標に長寿をできますよう」とメッ
セージを頂きました。

佐野 ますよ 様

　佐野ますよ様は大正 8 年 9 月 25 日生まれで
104 歳になりました。元々は市内の別法人の特
養に入居されていましたが、病院を経て平成 28
年 11 月にプレーゲあしたか特養に入居されま
した。若い頃は旅館の女将や、その後アパート
の経営をされていました。
　食べることが大好きで、100 歳を越えてから
も毎日午後 8 時過ぎに夜食を召し上がっていま
した。現在は、夜食は止めていますが、3 食は
ご自分で召し上がっています。長寿の秘訣をご
本人に伺うと、やはり「食べることだよ。お腹
が空いて仕方ないよ」とのことでした。
　これからも大好きな白米をたくさん食べ、元
気に過ごして頂きたいです。
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『風薫る季節となりました。庭の草むしりをして
いると、草むしりの好きだった母が、芝生の中の
小さな草を取りながら「象の背中の蚤を取るよう
だねーアッハッハ」と。楽しみながら過ごした事
が思い浮かびます。冗談が好きで周りの皆を笑
わせた明るい母が逝って早くも1 年が過ぎました。
あしたかホームでお世話になった数年間は、母
が自分の現実と向き合い、人生のギアチェンジ
をした時でした。家族も最初母の落胆に対処し
にくく思いましたが、職員さんの「専門家に任せ
てください」という言葉で強く励まされ、母と共
に家族にとっても安心を得られた日 と々なりました。
母はまだまだ自分の人生への前向きな感情を失
いたくなく、自分の出来る事をしたいと望む積極
的な人でした。そのわがままを職員の方々はよく

ご家族の言葉を励みにご家族の言葉を励みにご家族の言葉を励みに
耳を傾けて下さり、母の作品を発表するステージ
を作って下さいました。誉め言葉を浴びせて下さ
り、母は有頂天。大いに自尊心を満足させて「ま
だまだいける」と自分に言い聞かせて楽しんだ事
と思います。あと 10 日余りで 100 歳を迎える
最後まで、意識がある時に皆さんで 100 歳を
祝っていただいた思いやりのお気持ちに、母は
元気を湧き立たせ、皆さんに感謝を見せるような
満足の笑みを残しました。常々、笑みが人に与
える力の大きさに驚いています。人生の最後は
笑顔でいれたらと。残された人たちの寂しさも薄
らぎ、いつまでも慰めとなると学びました。多く
の優しい方々に見守っていただき、「幸せだよ。
楽しい。ありがとう」と会うたびに笑ってくれました。
多くの貴重な人々が、人生の最終ステージを迎え、
力を添えて下さる人々にお会いし、喜びを与える
お仕事をされる皆様方に敬意を表し、感謝を申
し上げたく思います。今後のご健勝をお祈り申し
上げます。』

あしたかホームあしたかホームあしたかホーム

介護職員初任者研修・
実務者研修の開講実務者研修の開講

介護職員初任者研修・
実務者研修の開講
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資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減
流動資産 1,883,853,306 1,786,806,733 97,046,573 流動負債 375,579,404 392,665,771 -17,086,367
　現金預金 1,162,176,787 1,085,151,388 77,025,399 　短期運営資金借入金 0 
　事業未収金 609,627,223 617,153,011 -7,525,788 　事業未払金 63,100,438 69,199,691 -6,099,253
　未収金 2,524,201 2,724,790 -200,589 　その他の未払金 6,214,696 10,727,792 -4,513,096
　未収補助金 108,135,335 77,327,576 30,807,759 　社会福祉連携推進業務短期運営資金借入金 0 
　未収収益 0 　１年以内返済予定社会福祉連携推進業務設備資金借入金 0 
　受取手形 0 　１年以内返済予定設備資金借入金 13,500,000 13,500,000 0 
　給食用材料 0 　１年以内返済予定社会福祉連携推進業務長期運営資金借入金 0 
　商品・製品 297,795 275,932 21,863 　１年以内返済予定リース債務 12,469,388 9,778,748 2,690,640 
　仕掛品 0 　１年以内支払予定長期未払金 0 
　原材料 461,588 320,589 140,999 　未払費用 54,451,022 55,058,367 -607,345
　立替金 0 　預り金 118,765 66,415 52,350
　前払金 19,800 19,800 0 　職員預り金 34,839,351 36,039,186 -1,199,835 
　前払費用 702,536 3,833,647 -3,131,111 　前受金 112,871 111,536 1,335 
　１年以内回収予定社会福祉連携推進業務長期貸付金 0 　前受収益 0 
　社会福祉連携推進業務短期貸付金 0 　仮受金 0 
　短期貸付金 0 　賞与引当金 190,772,873 198,184,036 -7,411,163
　仮払金 0 　その他の流動負債 0 
　その他の流動資産 0 
　貸倒引当金 0 
　徴収不能引当金 -91,959 -91,959
固定資産 8,090,770,155 8,368,536,036 -277,765,881 固定負債 128,753,100 125,750,688 3,002,412
基本財産 4,550,262,646 4,768,624,000 -218,361,354 　社会福祉連携推進業務設備資金借入金 0
　土地 728,178,768 728,178,768 0 　設備資金借入金 0 13,500,000 -13,500,000 
　建物 3,822,083,878 4,040,445,232 -218,361,354 　社会福祉連携推進業務長期運営資金借入金 0
その他の固定資産 3,540,507,509 3,599,912,036 -59,404,527 　リース債務 39,677,964 28,469,832 11,208,132
　土地 12,400,000 12,400,000 0 　退職給付引当金 86,575,136 81,280,856 5,294,280 
　建物 1,865,878 2,209,023 -343,145 　長期未払金 0 
　構築物 135,117,573 150,526,937 -15,409,364 　長期預り金 2,500,000 2,500,000 0 
　機械及び装置 0 　その他の固定負債 0 
　車輌運搬具 11,272,510 9,047,974 2,224,536 負債の部合計 504,332,504 518,416,459 -14,083,955 
　器具及び備品 116,802,589 125,035,725 -8,233,136 純資産の部
　建設仮勘定 0 基本金 194,131,464 194,131,464 0 
　有形リース資産 39,238,720 21,305,500 17,933,220 国庫補助金等特別積立金 2,404,547,956 2,535,267,166 -130,719,210 
　権利 2,953,570 3,355,369 -401,799 その他の積立金 3,097,487,773 3,148,738,448 -51,250,675
　ソフトウェア 3,307,233 7,859,217 -4,551,984 　施設設備整備積立金 2,483,327,773 2,572,478,448 -89,150,675
　無形リース資産 12,908,632 16,943,080 -4,034,448 　施設整備等積立金 49,200,000 45,500,000 3,700,000 
　社会福祉連携推進業務長期貸付金 0 　人件費積立金 564,960,000 530,760,000 34,200,000 
　退職給付引当資産 86,575,136 81,280,856 5,294,280 次期繰越活動増減差額 3,774,123,764 3,758,789,232 15,334,532
　長期預り金積立資産 2,500,000 2,500,000 0 
　施設設備整備積立資産 2,483,327,773 2,572,478,448 -89,150,675 （うち当期活動増減差額） -35,916,143 201,724,576 -237,640,719
　人件費積立資産 564,960,000 530,760,000 34,200,000 
　施設整備等積立資産 49,200,000 45,500,000 3,700,000 
　差入保証金 1,385,000 1,385,000 0 
　長期前払費用 16,692,895 17,324,907 -632,012 
　その他の固定資産 0 
　貸倒引当金 0 
　徴収不能引当金 0 純資産の部合計 9,470,290,957 9,636,926,310 -166,635,353
資産の部合計 9,974,623,461 10,155,342,769 -180,719,308 負債及び純資産の部合計 9,974,623,461 10,155,342,769 -180,719,308

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

介護保険事業収入 3,490,082,000 3,493,074,260 -2,992,260 
老人福祉事業収入 25,305,000 25,600,377 -295,377
保育事業収入 289,134,000 290,610,201 -1,476,201 
就労支援事業収入 20,600,000 18,760,156 1,839,844 
障害福祉サービス等事業収入 336,359,000 338,070,137 -1,711,137 
生活保護事業収入 235,890,000 232,136,151 3,753,849 
その他の事業収入 31,065,000 31,085,900 -20,900 
借入金利息補助金収入 136,000 135,000 1,000 
経常経費寄附金収入 2,250,000 2,464,245 -214,245 
受取利息配当金収入 3,534,000 3,337,040 196,960 
社会福祉連携推進業務貸付金受取利息収入 0 0
その他の収入 16,590,000 16,011,800 578,200 
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 
事業活動収入計 (1) 4,450,945,000 4,451,285,267 -340,267 

支

出

人件費支出 3,225,721,000 3,195,453,312 30,267,688 
事業費支出 713,662,000 681,827,816 31,834,184 
事務費支出 459,272,000 429,930,737 29,341,263 
就労支援事業支出 20,600,000 20,044,776 555,224 
利用者負担軽減額 1,690,000 1,325,619 364,381 
支払利息支出 406,000 405,000 1,000 
社会福祉連携推進業務借入金支払利息支出 0 0 
その他の支出 4,919,000 3,982,545 936,455 
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 
事業活動支出計 (2) 4,426,270,000 4,332,969,805 93,300,195 

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 24,675,000 118,315,462 -93,640,462 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

施設整備等補助金収入 17,523,000 19,273,000 -1,750,000
施設整備等寄附金収入 0 0 
設備資金借入金収入 0 0 
社会福祉連携推進業務設備資金借入金収入 0 0 
固定資産売却収入 359,000 357,980 1,020 
その他の施設整備等による収入 0 0 
施設整備等収入計 (4) 17,882,000 19,630,980 -1,748,980

支

出

設備資金借入金元金償還支出 13,501,000 13,500,000 1,000 
社会福祉連携推進業務設備資金借入金元金償還支出 0 0 
固定資産取得支出 51,095,000 50,170,960 924,040 
固定資産除却・廃棄支出 178,000 144,980 33,020 
ファイナンス・リース債務の返済支出 10,572,000 10,551,108 20,892 
その他の施設整備等による支出 0 0 
施設整備等支出計 (5) 75,346,000 74,367,048 978,952 

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) -57,464,000 -54,736,068 -2,727,932 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

社会福祉連携推進業務長期運営資金借入金収入 0 0 
社会福祉連携推進業務長期貸付金回収収入 0 0 
積立資産取崩収入 149,482,000 149,407,920 74,080 
その他の活動による収入 500,000 500,000 0 
その他の活動収入計 (7) 149,982,000 149,907,920 74,080 

支

出

社会福祉連携推進業務長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 
社会福祉連携推進業務長期貸付金支出 0 0 
積立資産支出 104,370,000 103,645,800 724,200 
その他の活動による支出 500,000 500,000 0 
その他の活動支出計 (8) 104,870,000 104,145,800 724,200 

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 45,112,000 45,762,120 -650,120 
予備費支出 (10) 16,850,000 16,239,000 

-611,000 
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) -3,916,000 109,341,514 -113,257,514 
前期末支払資金残高 (12) 1,615,007,225 1,615,007,225 0 
当期末支払資金残高 (11)+(12) 1,611,091,225 1,724,348,739 -113,257,514 

勘定科目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サ

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収

益

介護保険事業収益 3,493,074,260 3,498,744,859 -5,670,599 
老人福祉事業収益 25,600,377 25,995,227 -394,850
保育事業収益 290,610,201 284,381,758 6,228,443
就労支援事業収益 18,760,156 13,404,128 5,356,028 
障害福祉サービス等事業収益 338,070,137 336,813,814 1,256,323 
生活保護事業収益 232,136,151 220,062,823 12,073,328 
その他の事業収益 31,085,900 30,462,800 623,100 
経常経費寄附金収益 2,798,336 1,903,151 895,185 
その他の収益 0 0 0 
サービス活動収益計 (1) 4,432,135,518 4,411,768,560 20,366,958 

費

用

人件費 3,197,977,507 3,141,744,580 56,232,927 
事業費 681,807,447 629,576,907 52,230,540 
事務費 430,917,209 273,164,156 157,753,053 
就労支援事業費用 20,235,947 15,551,081 4,684,866 
利用者負担軽減額 1,325,619 1,658,606 -332,987 
減価償却費 305,142,342 309,049,927 -3,907,585 
国庫補助金等特別積立金取崩額 -149,727,493 -151,663,646 1,936,153 
貸倒損失額 0 0 
貸倒引当金繰入 0 0 
徴収不能額 0 0 0 
徴収不能引当金繰入 91,959 0 91,959
その他の費用 0 0 0 
サービス活動費用計 (2) 4,487,770,537 4,219,081,611 268,688,926

サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) -55,635,019 192,686,949 -248,321,968

サ

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収

益

借入金利息補助金収益 135,000 245,000 -110,000 
受取利息配当金収益 3,386,365 3,733,500 -347,135
社会福祉連携推進業務貸付金受取利息収益 0 0 
基本財産評価益 0 0 0 
積立資産評価益 0 0 0 
その他のサービス活動外収益 16,011,800 9,837,195 6,174,605
サービス活動外収益計 (4) 19,533,165 13,815,695 5,717,470

費

用

支払利息 405,000 650,000 -245,000 
社会福祉連携推進業務借入金支払利息 0 0
基本財産評価損 0 0 0 
積立資産評価損 0 0 0 
その他のサービス活動外費用 4,460,745 4,577,682 -116,937 
サービス活動外費用計 (5) 4,865,745 5,227,682 -361,937 

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 14,667,420 8,588,013 6,079,407
経常増減差額 (7)=(3)+(6) -40,967,599 201,274,962 -242,242,561

特
別
増
減
の
部

収

益

施設整備等補助金収益 19,273,000 15,628,850 3,644,150 
施設整備等寄附金収益 0 0 0 
固定資産受贈額 0 0 0
固定資産売却益 357,973 434,794 -76,821
サービス区分間繰入金収益 0 0 0
サービス区分間固定資産移管収益 0 0 0 
その他の特別収益 4,875,678 916,516 3,959,162
特別収益計 (8) 24,506,651 16,980,160 7,526,491 

費

用

基本金組入額 0 0 0 
資産評価損 0 0 0 
固定資産売却損・処分損 180,269 909,891 -729,622
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 0 -20,479 20,479
国庫補助金等特別積立金積立額 19,273,000 15,628,850 3,644,150 
災害損失 0 0 0 
サービス区分間繰入金費用 0 0 0 
サービス区分間固定資産移管費用 0 0 0 
その他の特別損失 1,926 12,284 -10,358
特別費用計 (9) 19,455,195 16,530,546 2,924,649 

特別増減差額 (10)=(8)-(9) 5,051,456 449,614 4,601,842 
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) -35,916,143 201,724,576 -237,640,719
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 (12) 3,758,789,232 3,807,993,981 -49,204,749 
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 3,722,873,089 4,009,718,557 -286,845,468 
基本金取崩額 (14) 0 0 0 
その他の積立金取崩額 (15) 145,600,000 0 145,600,000 
その他の積立金積立額 (16) 94,349,325 250,929,325 -156,580,000 
次期繰越活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 3,774,123,764 3,758,789,232 15,334,532 
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ご家族の言葉を励みに

実務者研修の開講



No.74 12

10周年記念式典を開催10周年記念式典を開催10周年記念式典を開催プレーゲ
あしたか


